
第７回地域課題解決の仕組みづくり会議議事録 

 

日 時：平成 28年 12月 17日（土）16時 00分～17時 30分 

場 所：市役所南館 4階 会議室２ 

出席者：朝倉己作（(特活)芦屋市手をつなぐ育成会）宇佐見裕子（精道小学校 smileね

っと）金木友子（精中応援隊）三芳学（(社福)芦屋市社会福祉協議会）辻本

久夫（こくさいひろば芦屋）長城紀道（芦屋法律事務所） 

芦屋市教育委員会生涯学習課 長岡課長 

芦屋市企画部市民参画課山田課長 谷野係長 

小泉星児（芦屋市商工会青年部（ライン参加）） 

芦屋市立あしや市民活動センターリードあしや 橋野 

 

１．円谷プロ提案プログラムについて 

概要 

・謎解きラリーをお盆頃からイベント当日（8月 27日）まで開催する。 

・当日は、映画とキャラクターがイベント会場に登場する。 

・すべての運営を円谷プロが行い、総費用は 400万円である。 

運営費 

・兵庫県商工会若手後継者育成制度（300万円）助成金は受給可能。 

・異業種交流補助金、町おこし補助金等の助成金があり、芦屋市内商店街 14中、3

か所（サンモール等）の協力を得て 100万円ほどの助成金申請を考えられる。 

意見交換 

・「ヒーローに会える、触れる」のみでよいが、パッケージなのでこれだけというの

は難しいか。 

・当初 500万円だったのを 400万円まで落としての提供なので、さらに絞れるかど

うかは難しいかもしれない。 

・現在、小泉氏と円谷プロで内容については交渉中であるとのことなので、結果を

静観する。 

・スタンプラリーと謎解きラリーがかぶるのではないか。 

 

２．777プロジェクトプレゼン資料についての意見交換 

・777 の意味は、77 周年、ウルトラセブン（７）から始まったが、開催年が 2017

年であり「７」が続くが、当初の意味を赤く強調する。 

・「大人」「繋がり」「様々」はひらがな表示にする。 

・現在放映中のウルトラマンオーブのヒロイン「松浦雅」は芦屋市出身、イベント

に参加できないか伝手を探す。 

・実行委員会の日程を決定しておく。小泉氏と要相談。 

・他、詳細の変更は、更新したプレゼン資料参照。 



・資料は、19日（月）に完成させMLにアップし、早急に全員で確認する。 

・団体への説明資料としての印刷は、リードあしやが行う。 

 

３．777プロジェクトの今後の予定 

決定事項 

・12月中に説明資料を完成させる。 

・１月中に各団体への説明を行う。 

・２月に第１回実行委員会を開く。 

・３月にあしや子ども笑顔ネットへ第１回実行委員会の様子を報告する。 

・次回３月のあしや子ども笑顔ネット会議の日程は、後日MLで行う。 

意見交換 

・精道コミスクに最終資料を送ることになっている。１月の幹事会で決定される。 

・芦屋体育協会、芦屋市国際交流協会の両 NPO 法人へは説明した。１月中に返事

をいただく予定である。 

・芦屋市のコミスクに声掛けをする。（生涯学習課、宇佐見氏） 

・会場申し込みは、リードあしやから小学校へ申請書を提出する。 

・昼間は 777プロジェクト、夕方からはコミスク祭りへジョイントする導線を考え

る。 

 

４．その他 

・議案予定の「子どもカフェ・食堂」については、次回の案件とする。 

 

以上 

 


